






要約 

10 代婦人の妊娠を,（1）10 代妊婦における避妊の実態およびそれに対する対策,(2）10 代

妊産婦の周産期異常の 2点につき調査,研究した。 

この結果.(1）10 代妊婦では避妊に対する関心はあるが,教わったものはきわめて少なく,

避妊失敗率が高いことがわかった。10代妊婦のうち50%は高校生,3%が中学生であることか

ら,将来の母性の保護のため,おそくとも高校一年までに具体的な避妊の知識と技術を教育

するべきである。 

（2）10 代妊産婦の周産期異常(妊娠中毒症と低体重児出生)は 10 代未婚一 10 代既婚一 20

代既婚の順に下っていた。また 10 代未婚妊婦では妊婦検診受診回数が少なかった。これら

は 10 代妊婦の管理の重要性を示唆するものである。10 代既婚妊婦と 20代既婚妊婦との間

の差異については,管理の良・不良の関与も推定されたが身体的未熟性も否定できず,今後

なお検討を続けたい。 


